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今
回
、
㈱
ダ
イ
ヘ
ン
の
次
世

代
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
溶
接
機
で
あ

る
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
」
を
導

入
し
た
㈱
Ｋ
Ｋ
Ｓ
（
大
阪
市
西

淀
川
区
竹
島
４—

11—

54
、
犬

飼
政
之
社
長
、
☎︎
０
６—

６
４

７
１—

７
７
７
１
）
は
、
大
正

８
年
（
１
９
１
９
年
）
の
創
業

以
来
、
１
０
０
年
以
上
に
わ
た

り
、
新
聞
各
社
を
中
心
と
す
る

印
刷
関
連
業
界
で
使
用
さ
れ
る

高
速
輪
転
機
な
ど
へ
の
給
紙
や

製
版
、
印
刷
物
や
版
材
の
搬
送

と
い
っ
た
各
種
作
業
を
効
率
的

に
高
速
処
理
す
る
優
れ
た
自
動

機
器
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た

専
門
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
自
動

紙
継
支
度
装
置
や
カ
ウ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
カ
ー
、
宛
名
印
刷
装
置

等
の
新
聞
印
刷
設
備
機
器
の
製

造
・
販
売
を
行
う
他
、「
印
刷

用
巻
取
紙
の
搬
送
に
使
用
す
る

自
動
搬
送
シ
ス
テ
ム
」
も
自
社

製
品
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
端
末
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ

コ
ン
等
）
が
広
く
普
及
し
た
２

０
１
０
年
代
か
ら
、
現
在
に
至

る
ま
で
い
わ
ゆ
る〝
新
聞
離
れ
〟

が
進
ん
で
い
る
。
印
刷
さ
れ
た

紙
媒
体
を
見
ず
と
も
、
個
人
所

有
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ア
プ

リ
を
使
用
す
れ
ば
、
画
面
上
で

い
つ
で
も
気
軽
に
新
聞
紙
面
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
上
に
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
速
報
性
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
配
信
も
行
わ
れ
る
た

め
、
家
で
新
聞
を
読
む
前
に
、

手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ほ

と
ん
ど
の
情
報
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
だ
。

　

こ
う
し
た
〝
新
聞
離
れ
〟
が

進
む
昨
今
で
は
、
同
社
の
取
扱

製
品
で
あ
る
新
聞
印
刷
設
備
機

器
の
設
備
導
入（
リ
プ
レ
イ
ス
）

は
納
期
が
順
延
す
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

同
社
で
は
「
印
刷
用
巻
取
紙
の

搬
送
に
使
用
す
る
自
動
搬
送
シ

ス
テ
ム
」
を
製
造
し
て
い
た
技

術
を
活
か
し
、
Ｆ
Ａ
（
工
場
自

動
化
）
分
野
に
進
出
。
１
トン
可

搬
の「
無
人
搬
送
車（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）」

を
開
発
し
、
２
０
１
８
年
に
は

「
国
際
物
流
総
合
展
」
に
も
出

展
す
る
な
ど
、
現
在
は
Ａ
Ｇ
Ｖ

の
拡
販
や
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
強
化

に
注
力
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
本
紙
で
は
実

際
に
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ

ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
」
を

使
用
し
て
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
溶
接
施
工

を
行
っ
て
い
る
同
社
を
訪
ね
、

経
営
戦
略
副
本
部
長
Ｄ
Ｘ
推
進

担
当
執
行
役
員
・
佐
藤
隆
一
製

造
管
理
部
長
、
製
造
管
理
部
加

工
課
・
高
木
隆
義
課
長
、
製
造

管
理
部
加
工
課
・
池
田
秀
男
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
同
・
上
窪
正
臣

主
任
に
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ

ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
」

の
導
入
経
緯
や
使
用
し
た
感
想
、

評
価
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

同
社
本
社
・
工
場
は
１
７
４

８
坪
の
敷
地
を
有
し
、
従
業
員

数
90
名
弱
、
そ
の
う
ち
溶
接
作

業
従
事
者
は
３
名
（
臨
時
作
業

者
も
含
め
る
と
５
名
）
と
な
っ

て
い
る
。「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ

ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 
Ａ
ｒ
ｃ
」

を
導
入
す
る
前
に
同
社
が
保
有

し
て
い
た
溶
接
関
連
設
備
は
、

Ｃ
O2

／
Ｍ
Ａ
Ｇ
溶
接
機
が
３

台
、
別
工
場
に
も
Ｃ
O2

／
Ｍ
Ａ

Ｇ
溶
接
機
と
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
機
が

各
１
台
ず
つ
と
の
こ
と
。

　

同
社
・
佐
藤
執
行
役
員
は
、

「
当
社
の
Ａ
Ｇ
Ｖ
は
一
般
的
に

物
流
倉
庫
な
ど
で
使
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
小
型
の
タ
イ
プ
で

は
な
く
、
１
トン
・
２
トン
と
い
っ

た
重
量
物
の
搬
送
に
特
化
し
た

仕
様
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

当
社
の
Ａ
Ｇ
Ｖ
が
走
行
す
る
床

面
に
つ
い
て
も
、
物
流
施
設
に

多
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
塗

り
床
加
工
を
施
し
た
綺
麗
な
床

面
だ
け
で
な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
や
多
少
の
段
差
も
走
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
特
徴

を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

Ａ
Ｇ
Ｖ
自
体
の
強
度
や
安
定
性

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
当

社
製
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
設
計
・
製
作
に

は
溶
接
が
多
用
さ
れ
、
１
台
の

Ａ
Ｇ
Ｖ
を
製
作
す
る
の
に
、
溶

接
工
程
が
７
〜
８
割
、
機
械
加

工
が
２
〜
３
割
と
い
っ
た
作
業

量
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
同

社
製
の
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
特
徴
を
交

え
、
い
か
に
溶
接
工
程
を
重
視

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
語
っ
て

く
れ
た
。

　
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 
Ａ
ｒ
ｃ
」
の
導

入
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
佐

藤
執
行
役
員
は
、「
以
前
使
用

し
て
い
た
半
自
動
溶
接
機
は
導

入
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、
今
後
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
出
荷
量
が

順
調
に
伸
び
て
い
く
と
す
る

と
、
効
率
を
考
え
る
な
ら
ば
最

新
機
種
へ
の
買
換
え
が
好
ま
し

い
と
考
え
、
長
年
お
付
き
合
い

の
あ
る
高
圧
ガ
ス
溶
材
商
社
の

西
岡
熔
材
㈱
・
藤
井
良
章
社
長

へ
昨
年
６
月
頃
に
相
談
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、『（
'24
年
）
秋
頃
に

ダ
イ
ヘ
ン
さ
ん
か
ら
非
常
に
良

さ
そ
う
な
製
品
が
発
売
さ
れ

る
』
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

溶
接
従
事
者
３
名
と
共
に
、
大

阪
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

（
Ｏ
Ｗ
Ｆ
）
会
場
の
ダ
イ
ヘ
ン

ブ
ー
ス
に
実
演
見
学
へ
訪
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
」
と

語
る
。
続
け
て
、「
実
際
に
溶

接
作
業
を
行
う
３
名
に
『
Ｗ
ｅ

ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ

ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
』
の
デ
モ
機
で
テ

ス
ト
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

全
員
が
『
非
常
に
良
い
』
と
い

う
意
見
だ
っ
た
た
め
、
取
り
急

ぎ
１
台
の
導
入
を
決
め
た
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

１
台
目
の
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ

ｃ
」
導
入
は
昨
年
12
月
中
旬
と

の
こ
と
で
、
同
機
の
使
い
心
地

に
つ
い
て
製
造
管
理
部
加
工

課
・
池
田
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

「
以
前
に
使
用
し
て
い
た
サ
イ

リ
ス
タ
溶
接
機
（
ダ
イ
ヘ
ン
製

１
台
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
２
台
）

と
比
較
し
、
ス
パ
ッ
タ
の
付
着

具
合
が
全
く
違
っ
た
も
の
に
な

っ
た
」
と
語
る
。
さ
ら
に
、「
以

前
は
溶
接
作
業
に
１
時
間
か
か

っ
た
と
す
る
と
、
付
着
し
た
ス

パ
ッ
タ
を
取
り
除
く
た
め
の
ジ

ェ
ッ
ト
タ
ガ
ネ
等
の
作
業
に
も

同
じ
く
１
時
間
を
要
す
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
『
Ｗ
ｅ
ｌ

ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
』
を
使
用
し
始
め
て
か

ら
、
ジ
ェ
ッ
ト
タ
ガ
ネ
を
必
要

と
す
る
よ
う
な
大
粒
ス
パ
ッ
タ

は
１
つ
付
着
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
ス
パ
ッ

タ
除
去
作
業
が
ほ
と
ん
ど
不
要

に
な
り
、
溶
接

工
程
の
作
業
時

間
は
約
半
減
し

た
」
と
答
え
て

く
れ
た
。

　

こ
の
よ
う

に
、
同
社
で
20

年
ぶ
り
と
な
る

サ
イ
リ
ス
タ
溶

接
機
か
ら
、
最

新
の
「
Ｗ
ｅ
ｌ

ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ

ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ

ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
」
へ
の
リ
プ
レ
イ

ス
だ
が
、
実
際
に
同
機
を
使
用

す
る
溶
接
現
場
か
ら
の
強
い
要

望
も
あ
り
、
１
台
目
の
導
入
か

ら
一
カ
月
も
経
た
な
い
う
ち

に
、
残
る
２
台
を
置
き
換
え
る

た
め
の
予
算
を
急
遽
確
保
し
、

翌
月
（
今
年
１
月
）
中
旬
に
は

「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ

ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
」
３
台
体

制
を
作
り
上
げ
た
と
の
こ
と
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
サ
イ

リ
ス
タ
溶
接
機
か
ら
最
新
の
デ

ジ
タ
ル
溶
接
機
で
あ
る
「
Ｗ
ｅ

ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ

ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
」
へ
の
置
換
え
に

伴
う
、
溶
接
機
本
体
の
価
格
差

や
、使
用
感
の
違
い
で
あ
る
が
、

そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
佐
藤

執
行
役
員
は
、「
溶
接
機
の
価

格
差
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
導

入
が
20
年
以
上
前
で
、
当
時
の

資
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
詳
細

に
は
比
較
で
き
て
い
な
い
」
と

し
な
が
ら
も
、「
低
ス
パ
ッ
タ

を
売
り
に
し
た
溶
接
機
は
こ
れ

ま
で
も
発
売
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ら
の
付
加
価
値
は
高
級
機

種
に
限
定
さ
れ
金
額
の
高
さ
も

気
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

『
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ

ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
』
に
つ
い

て
は
、
低
ス
パ
ッ
タ
性
や
省
エ

ネ
性
な
ど
の
機
能
は
高
級
機
種

と
同
等
で
も
金
額
は
ミ
ド
ル
レ

ン
ジ
で
抑
え
ら
れ
て
い
た
た

め
、
導
入
経
費
や
価
格
差
は
特

に
問
題
視
し
な
か
っ
た
。
最
新

機
種
の
導
入
で
溶
接
従
事
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
点

に
も
期
待
し
て
い
る
」と
語
る
。

　

同
様
に
、
池
田
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
も
、「
例
え
ば
溶
接
の
前
後

工
程
で
使
用
す
る
、
ス
パ
ッ
タ

付
着
防
止
剤
や
ジ
ェ
ッ
ト
タ
ガ

ネ
等
の
消
耗
材
の
使
用
量
削
減

及
び
、
サ
イ
リ
ス
タ
溶
接
機
で

使
用
し
て
い
た
混
合
ガ
ス
を

『
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ

ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
』
で
は
炭

酸
ガ
ス
に
変
更
・
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
で
き
た
点
。
さ
ら
に
は
省
エ

ネ
効
果
や
作
業
時
間
も
半
減
程

度
に
な
っ
た
こ
と
で
電
気
料
金

の
削
減
効
果
も
考
え
て
、
全
３

台
の
置
換
え
を
判
断
し
た
」
と

語
る
。

　

そ
し
て
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ

ｃ
」
の
使
用
感
に
つ
い
て
、
池

田
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
当
社

で
溶
接
を
行
う
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
部
材

は
板
厚
が
１
・
６
〜
16
㎜
ｔ
と

な
っ
て
お
り
、
薄
板
の
場
合
は

０
・
９
㎜
ワ
イ
ヤ
（
溶
接
条
件

＝
90
〜
１
２
０
Ａ
、
19
Ｖ
）、

厚
板
の
場
合
は
１
・
２
㎜
ワ
イ

ヤ
（
同
＝
１
８
０
Ａ
、
21
・
５

Ｖ
）
を
使
用
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
の
場
合
で
も
実
際
に
溶
接
作

業
を
行
な
っ
て
感
じ
る
の
は
、

ト
ー
チ
か
ら
送
給
さ
れ
る
溶
接

ワ
イ
ヤ
が
非
常
に
滑
ら
か
で
溶

接
し
や
す
い
点
だ
」
と
語
る
。

さ
ら
に
、「
ト
ー
チ
本
体
も
使

い
や
す
く
、
熱
も
持
ち
に
く
く

な
っ
て
お
り
、
作
業
時
の
溶
接

ム
ラ
が
な
く
な
っ
た
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

　
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ
ｃ
」
は
、

ワ
イ
ヤ
送
給
装
置
も
新
設
計
の

も
の
が
標
準
仕
様
で
セ
ッ
ト
と

な
っ
て
お
り
、
従
来
機
種
よ
り

も
小
型
・
軽
量
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
能
も
向
上
。
ま
た
、
付
属

の
ト
ー
チ
に
つ
い
て
も
快
適
な

操
作
性
を
実
現
し
た
新
設
計
の

「
ブ
ル
ー
ト
ー
チ
Ⅳ
」
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
お
い
て
は
、「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ

ｅ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ａ
ｒ

ｃ
」
の
溶
接
機
本
体
の
性
能
に

加
え
、
送
給
装
置
や
ト
ー
チ
に

つ
い
て
の
使
用
感
に
も
溶
接
現

場
か
ら
の
高
評
価
が
得
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
今
後
の
抱
負
と
し
て

佐
藤
執
行
役
員
は
、「
当
社
の
今

後
の
課
題
と
し
て
、
溶
接
従
事

者
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
に
対

応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
今

年
度
中
に
ダ
イ
ヘ
ン
製
の
ア
ー

ク
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
１
台
導
入

す
る
予
定
だ
。
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
メ
イ

ン
フ
レ
ー
ム
な
ど
大
型
の
部
材

や
重
労
働
な
部
分
に
関
し
て
は

ロ
ボ
ッ
ト
で
溶
接
を
行
い
、
社

会
課
題
で
あ
る
人
手
不
足
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
語
っ
た
。
な
お
、
導
入

さ
れ
る
の
は
最
新
の
ダ
イ
ヘ
ン

製
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

「
シ
ン
ク
ロ
フ
ィ
ー
ド
Ⅲ
」
と

の
こ
と
だ
。

　

ま
た
、
池
田
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、「
今
後
は
溶
接
の
後
工
程

で
あ
る
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
作
業
の

自
動
化
を
検
討
し
て
い
る
。
現

在
は
人
の
手
で
か
な
り
慎
重
に

作
業
し
て
い
る
が
、
こ
の
工
程

が
自
動
化
で
き
る
と
非
常
に
作

業
が
効
率
的
に
な
る
。
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
も
含
め
て
シ
ビ
ア
な
ロ

ボ
ッ
ト
精
度
が
必
要
か
も
し
れ

な
い
が
、
ダ
イ
ヘ
ン
さ
ん
と
も

相
談
し
て
み
た
い
」
と
要
望
も

含
め
て
語
っ
て
く
れ
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

㈱
Ｋ
Ｋ
Ｓ

最
高
品
質
の
溶
接
性
能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｃ
Ｏ
２
／
Ｍ
Ａ
Ｇ
溶
接
機

「
Ｗｅ
ｌ
ｂｅｅ 

Ｔ
ｈｅ 

Ｓ
ｈｏｒ
ｔ 

Ａｒｃ
」を
導
入

低
ス
パ
ッ
タ
化
で
、
後
工
程
作
業
を
大
幅
削
減
！

消
耗
材
・
ガ
ス
代
な
ど
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
実
現
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㈱KKS・経営戦略副本部長DX推進担当執行役員・
佐藤隆一製造管理部長（奥㊨）、製造管理部加工課・
高木隆義課長（奥㊧）、製造管理部加工課・池田秀男
マネージャー（手前㊨）、同・上窪正臣主任（手前㊧）

㈱KKS・本社外観

昨年12月から今年１月にかけて３台導入された
ダイヘン製の「Welbee The Short Arc」

「Welbee The Short Arc」で溶接施工された
AGVの各種パーツ

「Welbee The Short Arc」を用いた溶接のもよう
スパッタが低減され、作業効率も大幅にアップした

溶接施工後、後処理を施した
溶接ビードの外観

溶
接
機
の
価
格
差
は

性
能
で
相
殺
可
能

Ｏ
Ｗ
Ｆ
会
場
で
実
機
見
学

デ
モ
機
使
用
後
導
入
決
意

自
動
化
で
人
手
不
足
に
対
応


